
第２学年１組 道徳学習指導案 

篠栗町立篠栗小学校          

１ 主題名及び資料名  
あたたかいこころ  思いやり・親切 ２－（２）「身近にいる人に温かい心で接し、親切にする」 

 資料名「ぐみの木と小鳥」（文渓堂） 

２ 主題設定の理由 
内容項目の解釈  児童の実態 

「親切」とは、温かい心によって、見返りを期待せずに援助

の手を差しのべる行為のことである。これは、困っている人や

弱い立場にある人を見たとき、相手の心の中を推し量って考え、

相手の立場や心の痛みを自分のことのように受け止めて、いた

わり、行動しようとする「温かい心」によって為されるもので

ある。人は、他人の苦痛や不幸を見るに忍びない憐みのこころ

を有している。これは、「ほめられたい」「大変そうだからやめ

ておこう」というような功利的な打算や何らかの交換条件や代

償を得ようとするものではない。「相手のこと」「相手の立場」「相

手の役に立てないか」を考えた行為ができると、本当の意味で

の親切な行為が可能となる。 

低学年２－（２）に関しては、これまでに友だちにやさしく

することの大切さを学習した。これを受けて、本主題では、「身

近にいる困っている人や弱い立場にある人に温かい心で接し、

親切にすること」の大切さを感じとらせたい。これは、中学年

における「相手のことを思いやり、進んで親切にすること」、高

学年における「だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立

場に立って親切にすること」の学習へと発展する。 

本学級の児童は、片づけが苦手な子に対して手伝うなど友

達が困っていたら、声をかけたり、助けたりしようとする場

面が増えてきた。また、高学年から手伝ってもらったり、優

しく声をかけてもらったりする経験をしてきている。しかし、

まだ自己中心性が残り、自分の都合を優先して見て見ぬふり

をしたり、ほめられるために行動したり、自分のこととは関

係のないことに関心をもたなかったりする姿も見られる。 

これは、自分にとって不利益なことがあっても、思いやり

をもって人に接することは、相手だけでなく、自分の喜びに

つながることに気づいてないためだと考える。また、自分の

弱い心に負けることなく、誰に対しても親切にするというこ

とは、素晴らしい行為であり、それを行う資質を誰しもが持

っていることに気づかず生活しているためであると考える。  

 そこで、人のために何かしたいという意識を持ち始め、相

手の身になって考えることができるようになってきたこの期

に、本主題を設定する。そして、身近にいる幼い人や高齢者、

弱い立場にある人にも目を向け、相手も立場に立って進んで

親切にしようとする心情を育て、相手が心から喜ぶ接し方を

生活の中に広げていくことができるようにしたい。 

これらの学習は、人と人とのかかわりの中で互いに支え合

い、共によりよく生きようとする子どもを育てる上からも意

義深い。 

 

 

資料の含みもつ道徳的価値 

本資料は、いつも実を食べに来るりすが来ないので、ぐみの木は心配している。そこへ来た小鳥が、ぐみの木に相談されてぐみ

の実を、届けると、りすは病気で寝ていた。翌日は嵐になり、迷ってしまう。しかし、考えた小鳥はぐみの実をくわえてりすのも

とへ飛び立っていくという内容である。                                           

進んで親切な行為をした小鳥の気持ちに共感させることにより、親切が相手の身になって行われることが大切であるということ

を感得し、道徳的価値に迫ることができると考える。 

 

３ 本時の目標 

（１） （１） 相手の置かれている状況を思いやることができれば、「なんとかしてあげたい」と思う心が膨らむことがわかり、困って

いる人や弱い立場の人を思いやり、温かい心で接し、進んで親切にしようとする態度を育てる。                                                                   

（２） 事前アンケートをもとに生活経験からめあてを設定し、資料中の主人公の気持ちや考えを吹きだしへの表現や役割演技な

どの交流により推しはかり、これまでの自分の生活経験における自分のよさを振り返ることにより、思いやりの価値を感得

できるようにする。 

４ 本時学習の工夫点 
「見つめる」段階における工夫 「推しはかる」段階における工夫 「見つめ直す」段階における工夫 

「思いやりの心」について方向付けを

するために、事前アンケート結果を提示

し、生活場面において、「人に親切にし

たこと」「人に親切にできなかったこと」

についての体験を振り返らせる。そし

て、どちらの自分でありたいかという問

いをもとに、「ともだちにしんせつにす

るこころを大きくしよう」いう本時のめ

あてをもつことができるようにしたい。 

読み物資料「ぐみの木とことり」を共感的

に活用する。まず、ぐみの木からりすの話を

聞き、嵐の中、ぐみのみを届けるか考え込ん

でいる小鳥の気持ちについて話し合う。次に、

嵐の中、ぐみの実をくわえてとび立った小鳥

の動作化を通して、小鳥の気持ちを共感的に

考え、発表させることにより、道徳的価値を

見出す。 

小鳥のように、「友だちに親切にした

りやさしくしたりしたこと」を振り返ら

せ、写真を視聴し、自分の生活を振り返

ることにより、自分自身の中にある親切

な心について見つめ直させ、価値の主体

的自覚を図る。さらに、教師自身の親切

にする心の大切さについての説話を聞

くことにより、実践への意欲化を図る。 

５ 体験等の関連の工夫（計画） 

 

６ 本時の展開 

日常生活 

・学校での友だちや他学年との関わ
り 

・学校以外での友だち達との関わり 

道徳の時間（本時） 

 資料「ぐみの木と小鳥」を通して、
友達を思う心について話し合う。 

日常生活 

帰りの会「きらきらさん見つけ」に
おいてお互いの良さを賞賛する。 



 

６ 本時の展開 

段階 学習活動と内容 教師の支援 
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１ 事前アンケートの結果をもとにこれまでの体験を想起し、学習

のめあてについて話し合う。 

＜人にしんせつにした時＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 資料「ぐみの木と小鳥」をもとに小鳥の気持ちについて話し合

う。 

（１）資料の状況について話し合う。 

  ・ぐみの木がりすのことを心配している 

・小鳥が りすの様子を 見に行き、ぐみのみを届ける 

・嵐の中 小鳥が りすに ぐみのみを 届ける 

（２）嵐の様子をじっと考えている小鳥の気持ちについて話し合

う。 

 

 

                                              

 

 

 

（３）嵐の中、ぐみの実をくわえてとび立った小鳥の気持ちを話し

合う。 

 

 

 

 

 

       

  

 

 

 

 

 

 

３ 自分たちの生活を振り返り、友だちに親切にできたことについ

て話し合う。 

（１）自分の生活を振り返り、小鳥と同じような心を自分自身の内

面に見出す。 

（２）教師の説話により、実践への意欲化を図る。 

 

○ これまでの生活における体験を想起させるため

に、事前アンケートを提示し、「友だちに親切にで

きたこと」と「親切にできなかったこと」について

体験を振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 登場人物の関係や場面の状況を把握することがで

きるように、挿絵を使って板書を整理する。 

 

 

○ 嵐の中、りすにぐみのみを届けるかまよっている

小鳥の気持ちをつぶやかせ、小鳥の気持ちを推し量

らせる。 

 

 

 

 

 

○ 嵐の中、りすのもとへ行く小鳥の気持ちに気づか

せるために、小鳥を動作化させる。 

○ 小鳥の心情に迫らせるために、雨や風の効果音を

準備し動作化をさせる。 

○  交流させる中で、思考を深め、価値に迫るために

以下の観点から深める問いを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分のために飛び続ける小鳥を見るりすの気持 

ちを推し量らせる。 

○ 自分の中にある親切な心を実感させるため、これ

までの生活を振り返らせる。 

○ 実践の意欲化を図るために、友達へ親切にする大

切さについて説話をする。 

【めあて】友だちにしんせつにするこころを大きくしよう 

 

＜友だちにしんせつにした＞ 

片づけを手伝った。 

 

友だちがよろこんだ 

      

よろこんでくれてよかった 

 

＜できなかった＞ 

片づけを手伝わないで遊び
に行った。 
 
遊びたかった 
 
手伝えばよかったかな 

○温かい心 
・嵐の中、大変だけどやめようと思わなか
ったの？ 
・嵐が止んでから、行ったらいいのでは？ 
・一日くらい いかなくてもいいんじゃな
い・ 
・なぜ、嵐の中 届けるの？ 

・こわいな。 

・あしたでいい

かな。 

・あぶないな。 

・りすさん 

・おなかがすいてい

るだろうな。 

・さびしいだろうな。 

・病気 大丈夫かな？ 

・嵐の中は大変だ。 

・今行かなければいけない。 

・りすさんは 

おなかがすいている。 

まっている。 

さびしがっている。 

嵐をこわがっている。 

病気がよくなっていない。 

 

 


